
経
済
的
有
爲

ご
道
徳
的
行
爲
ぐ」
の
關
係

第
+
五
節

(
十
)

一
田

資
本

の
痙
濟

的
及

ひ
道

徳
的
性
質
.

、

島

・
錦

治
.

書

栞
.

¶

無

難

舞

鐸

紹
鶯

笥髭

難

難

讐

質
存・説
明した
り冷
や進

嘆
燦

騰

矯

旗

華

響

バ離
婁

藤

欝

斧

筆

蹟

び
f

陸

の
囑

に
使
用
せ
・
る
・
あ

を
謂
ひ
約
言
凌

塞

霧

僕

型

雄
.畜

茅

貯
算

置

比
定
藷

從

…へ
瞥

生
,産
・方
繁

る
婁

・
・
て
生
霧

罪

　

も
・
は
某

罪

す
例
へ
量

地
そ
の
物
の
如
直

是
な

灘

唖
鷲

鰹

し
て
生
産
方
便
な
ら
さ
。
も
の
嘱
資
本
に
非
す
例
・
は
五、人
の
窪

量

切
睾

」抑
も
生
,厘
の
最
終
の
目
的
睾

受
方
便
た
・
財
墓

作
・
出
す
に
在
・
而
・
て
柴

撃

饗

讐

し
て
重

て
璽

。
る
も
。
・
り
例
・
は
余
・
馨

水
・
得
・
手

・
・
方
農

泉
・
就
享

・
掬
し
て
之
を
馨

か
如
き

黍

か
野
生
。
餐

・
摘
み
て
直
・
に
之
養

ふ
か
如
・
は
即
・
是
・
・
て
之
・
霧

禦

鰹
箏

響

撃

斯

か
る
場
A.。
於
て
呈

露

自
然
と
劣

萎

要

詰

み
・
以
・
行
・
れ
且
至
・
鼻
近
粗
野
な
る
自
然
垂

て

論

説

舞

釣
行
帰
ε
議

的
行
爲
.あ
塑

+
)

第
八
費

第
四
號

五
三
)

四
九
三
♂



論

説

鐸

・
行
爲
・、藩

的
行
爲
あ

關
係
(+
)

笑

賛

第
四
號

五
四
)

四
九
四

」

…
軍
簡
拙
劣
な
る
勢
力
と
か
互
に
相
結
掌

瞭

堵

・
善

未
・
墨

・
塒
代
・
就
・
見
る
も
斯
の
如
き
撰

「な
垂

肇

檀
は
寧
ろ
界

に
属
し
大
馨

要

星

筆

算

・
・
紆
曲
・
星

享

綾
直

人
か
蓼

て
或

奮

の
生
窪

着
手
ナ
る
壁

・
日露

婆

・
遊

至
蓬

・
於
・
欝

か
・
中
間
的
生
霧

あ
る
馨

を
謂

へひ
例
.
は
魚
を
捕

.
ん
ε
欲
し
て
先
つ
鉾

釣
菱

縞

著

作
・
か
如
・
軟
禁

再

ん
益

し
て
先
つ
葦

織
機
綴

鱗
畷鱗
欝

難
懲
総

紬瑠

喜

の
な
り
而
、
て
某

の
増
・
は
自
然
・
・
劣

・
生
努

・
据

・
犠

な
　

然
の
勢
力
及
ひ
暮

姦

鷹
難

勧離
籍
強

縮蕪

雑

鵜

備報
爺

恥纏

　潔

　纏
　　灘
　　　　雛

　　　灘

電

力
の
生
震

ひ
供
給
に
必
要
・
る
霧

篶

原
料
蓋

「
切
・
建
設
物
躄

り
字

面
し
距

舞

物
は
紆
曲

簿

禰
に
於
け
る
中
間
的
生
塵
物
。
し
て
帥
ち
噴
水
な
り
遡
・目
す
れ
は
生
傷

・
・
星

穿

讐

財
貨



　
ゆ

む

ひ

　

む

以
上
叙
述

し
起
る
資
本
の
定
義
及

ひ
其
説
明
に
依
れ
ば
資
本

の
任
務
崎
明
白
な
つ
資
本
は
両
原
始
的
生
産
要
素
卸
.
.

.

ち
自
然

ご
勢
力

こ
の
中
間
に
介
在
し
て
其
生
産

の
機
能

を
完
か
ら
し
む
る
の
所

の
方
便
な
り
自
然

の
物
質
、
勢
力

及
ひ
地
位
等
は
多
仁
は
資
本

の
投
下
を
待

ち
て
始
め
て
経
済
上
の
炊
果
を
現
は
し
来

る
、
例

へ
は
風
力
水
力
電
力
.

.

蒸
氣
力
の
風
車
水
車
船
舶
獲
電
機
蒸
氣
機
閾
に
於
け
る
如
き
魚
鳥
森
林
鑛
物

の
綱
署
、
斧
斤
、
探
鑛
冶
金
の
装
置

機
械
工
場
に
於
け
る
如
き
海
灘

の
港
市
に
於
け

る
如
き
は
是

な
り
勢
力
も
亦
資
本
・の
補
助
を
受
く
る
に
罪

す
ん
は

到
底
其
堪
能
を
獲
挿
す
る
能
は
す
如
何
に
強
き
腕
力
も
如
何
な
6
健
脚
も
牛
馬

に
若
か
す
汽
力
電
力
に
は
其
及
は

.

さ

る
遠
し
叉
如
何
に
熟
練
な
る
彫
刻
師
も
、如
何

に
勤
勉
な
る
記
者
も
刀
筆

の
補

助
を
川似
ら
さ
れ
は
其
技
藝

を
獲
揚

'

す

る
に
由
な
か
ら
む
其
他
分
業
の
精
粗
及

ひ
企
業
の
完
否
は
資
本

の
大
小
及

ひ
之
か
利
用
の
巧
拙
に
因
る
こ
ε
多

}

し
ご
す

…
余
輩
は
資
本
を
以
て
紆
曲
生
産
手
績
に
於
け
る
中
間
的
生
産
物
な
り
ご
謂

へ
り
、
撚
り
、
資
本
を
生
産

す
る
こ

f

は
紆
曲

な
れ
&
も

一
且
資
本

に
し
て
成
立
す
る
ご
き
は
盆
蓙
は
迅
速
こ
な
り
多
種
多
量
と
な
り
品
質
は
夏
仔

こ

　

　

む

ロ

ロ

　

.

菰
り
償
格

は
低
廉

と
な
る
へ
し
日疋
を
皿買
本

の
生
産

刀
と
構
す
黙

れ
と
も
藪
に
注
意
す

へ
き
は
資

本
の
生
産
力
は
　労

…
力
を
補
助
す
る
に
於
て
始
め
て
現

は
れ
來
る
こ
ご
是
な
り
且
資
本
は
元
来
勢
力
を
自
然
に
加

へ
て
生
産

せ
ら
れ
な

.

る
も
の
な
る
か
故

に
勢
力
は
父
た
り
主
な
り
資
本
は
子
起
り
從
た
り

以
上
は
圭
こ
し
て
資
本
の
経
済
的
性
質

に
就
て
説
明
し
起
れ
&
も
同
時
に
其
道
徳
的
性
質
を
暗
示
し
拠
り
夫
.れ

}

資
本
は
吾
人
を
し
て
禽
獣
叉
は
野
蟹
人

の
如
き
謂
ゆ
る
口
よ
り
手

の
生
活
を
冤
か
れ
し
む
る
も

分
な
り
古
語
に
喜

ば

す
や
衣
食
足

り
て
禮
節
を
知
る
ご
然
り
資
本

を
多
く
有
す
る
国
民
は
之
を
少
く
有
す
る
国
民
よ
り
は
衣
貧

の
給

…
論

説

縄
濟
的
行
爲
ミ
道
徳

的
行
爲

ご
の
關
係

(十
)
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論

説

挫
濟
醜
行
扇
ぐ㌧道
徳
的
行
爲
こ
の
關
係
〔†
)

第
八
巻

(第
四
號

五
六
)

四
九
六

養
豊

か
な

り
随

て
其

道
徳
的
程
度

も
亦
高

き
を
得

る
な

り
蓋

し
富

め
る
国

民
は
貧
し
き

国
民

よ
り
は
概

し
て
勤

勉

・

に

し
て
節
約

に
現
在
の
小
利
を
舎
て

、
黍

の
大
利

を
謀
り
自
己
の
小

善
を
推
し
聳

て
肚
會

の
大
善

養

さ

㍗

ε
勉
む
。
も

の
・
,
而
、
て
こ
の
要

る
大
・
る
薬

害

・
・
の
藁

・
・
て
要

.再

大
・
・
某

笙

す
る
の
原
因
譲

る
も
の
な
り
謂
ふ
余
か
前
に
掲
げ
な
・
資
本

の
両

つ
の
定
義
は
今
藷

逮
ふ
る
如
き
脛
濟
的
兼

「道
欝

性
質
を
明
白
讐

、
ひ
表
は
せ
・
を
注
意

せ
よ
即
ち
其
篁

鬼
蓮

於
て
は

養

誉

饒

往
星

湾

結

栗

弩

財
貨
に
し
て
生
産

の
潤
的
に
使
用
せ
ら
・
・
も
の
を
謂
ふ
」

募

り
此
定
義

の
前
段

吾
人
又
結

先
か

一
資
本
を
作
り
出
し
た
る
過
去

の
勤
勉
及
ひ
節
約
を
意
味
し
其
後
牢
は
吾
人
又
は
子
孫
か
現
在
井
に
未
来
に
於
て
更

τ

暫

・
粟

・
雪

田
・
及
・
其
他
・
財
貨
響

享
受
財
を
作
り
出
す
所
の
勤
勉
及
ひ
鶉

を
意
味
す
　

の

事

啓

五
口人
・
某

・
所
有
・
詫

於
誼

先
・
慧

蔵

・
資
本
・
使
用
…

於
て
此
恩
馨

難

笈

一
ほ

さ

ん

ご
勉

む

る
も

の

な

り

,
.
　

…
資
本
の
第
二
の
定
義
に
於
て
は

「紆
曲
な
る
生
産
手
稽

於
け
串

間
的
主
務

の
謹

な
り
」
と
あ
り
是
れ

・

　固
よ
-
笙

定
誓

異
調
回
春

・
而
・
て
此
箋

・
謂
・
・
紆
曲
な
・
生
窪

智

勤
勉
蕃

誓

を
意
味
し

　現
在
の
小
利
答

て
、
漿

の
大
利
を
謀
る
こ
器

意
味
す
而
し
て
謂
ゆ
る
中
間
的
生
霧

の
存
産

業

の
勤

勉

ご
節
約
芒
の
結
果
に
外
な
ら
す
し
て
將
來

の
大
利
.を
得

る
の
方
便
に
供
せ
ら
る
へ
き
も

の
と
す

魏

二
つ
礎

謎

導

.
(郎
・
審

経
済
上
・
据

・
從
・
某

)
羅

欝

金

欝

性
篁

一ま

表
は

婆

回
覧

其
成
立
及
ひ
囎

の
問
題

に
答

ふ
る
も
の
な
り
元
來
此
問
題
に
關
し
て
三
説
あ
り
笙

説
暑

本

ぱ

節
約

(国
.ω燭
騨
…

・・
)
に
由

り
て
成
立
す
呈

躾
し

衡

へ
は

匿

・
日

・ω
葺

7
こ

.
。。
●
垂

初
野

。亙

.
岡
碧

駐

.

冒



蓋

斥①『
等
)
堕

説
は
生
産
に
由
・
議

し

(例
へ
讐

…

§

・蕩

・量

塁

・
　

・・§

　

象

筆

…
第
三
説
は
節
約
星

誓

・
両
作
用
・
由
重

説
き
苓

(例

へ
は

葛
・
島

　

・ぎ
.け
.
・
.
年

登

第

護

島

よ
り
正
磐

得
馨

も
の
に
非
蓋

し
唯
節
約
宏

量

播

欝

行
爲
に
過
草

し
て
之
に
因
り
て
積
極

「薯

果
を
隼

・
能
は
す
呈

口入
・
節
約
す
・
所
の
物
星

奪

ら
れ
・
・
も
の
に
外
な
芋

然
鼠

則
ち
第
二

一
説
は
篁

説
よ
り
は

恵

正
常
な
り
晶

ふ
へ
し
但
し
其
難

愚

は
鉦

三

股
財
募

成
書

其

一
部
た
る

宴

震

立
　

混
同
す
・
に
芽

如
婆

・
財
貨
・
釜

・
因
・
て
成
辛

る
易

論
な
り
而
し
春

本
は
財

要

・
か
整

塞

・
因
・
て
成
辛

至

幸

・
説
・
決
・
て
誤
謬

は
非
さ
ゑ

け
れ
　

綾

を
以
て
し
・

蚤

資
歪

非
さ
る
財
器

・
享
受
財
設

立
ご
菓

・
成
立
墓

騎

・
壷

響

・
れ
無
き
を
如
何
せ
毒

　薙

難
離
離

讐

誕
順義

慈

　難

羅

餐
鮭

　て
生
す
」
二

ふ
の
恵

正
警

・
に
参

す
第
三
説
は
響

是
な
り
蓋
し
人
類
の
暫

偏

り
て
老
妻

は
人

誓

香

菜

を
荷
手

唯
自
然
・
恩
霧

集

収
・
占
有
・
・
以
・
生
命
を
馨

し
謂
ゆ
る
暴

な
星

肇

.

爲
し
た
。
に
過
ぎ
さ
り
し
か
暫

・
し
・
直
接
塞

に
因
り
て
鴛

・
享
受
財
・
一
部
を
節
約
し
之
を
貯
蓄
す
る

を
知
る
に
至
り
て
劣

に
馨

を
生
し
之
茎

然
其
日
暮
し
の
目
的
挺

す
る
に
及
は
さ
る
こ
姜

な
り
斯
ε

～て
生
産
力
は
節
約
・
・
れ
之
に
由
・
・
笙

・
某

里

雪

・
れ
・
・
此
笙

の
某

　

然
及
暴

力
に
参
.

…
加
せ
し
む
。
に
由
,
て
従
前
よ
り
は

肩

蓋

な
・
享
受
財
笙

撃

・
再

な

是
・
於
麦

其

一
部
を
節
約

.

し
金
々
劣

に
馨

産

し
之
に
由
・
量

三

薯

力
・
・
第
二
・
資
本
量

産
せ
え

次
に
髭

第
二
の
資

論

説

凝

的
行
響

巖

的
行
爲
あ

關
係
(+
}

莫

巻

第̂
四
號
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論

説

讐

的
・付
録
・、欝

・
鳥
こ
藻

・+
)

簗

巻
.
・茜

號

叉

)
.
四
九
入

…
水
を
釜

に
参
加
せ
・
む
・
・
害

這

・

豪

量
　

量

財
及
ひ
薯

力
な
る
第
三
の
資
本
舘

約
せ

読

蓋

せ
、
る
斯
の
如
-
節
約
星

讐

か
牙

世
・
反
覆
せ
・
れ
て
謬

・
肚
曾
に
實
際
墨

す
る
所
霧

　鱗
撫
鮮

蜥嫡縁

讐

羅
嚢

岡難

　鍵
麟
鐸

諺

燵籟

購繕
藷
新
駅鶴
を磐

雛

講
匙

.

霧

、
土
地
若
一
は
自
然
に
加

へ
た
る
永
久
的
改
頁
等
は
皆
之
指

先
に
承
く
之
を
暫

保
存
す
る
髪

の
始
な

り
之
を
善
-
利
用
し
て
以
て
祀
先
の
因
心
澤
を
奨

に
し
之
を
後
世

縁

へ
て
芽

其
利
一嬰

ぞ

る
毒

し
む
る
.

.

は籠

難

離

籍

聾

び
澗
　

　

み
に之
を
論
せ
む
.
.
.

撫

擁

耀

縮
蝋撫
灘

難

麓
総
騨

勧誡
獣
.

…
は
私
傷

講

一
部
を
成
し
其
螢
勢

便
た
・
へ
星

霜

を
罫

」
倉

讐

上
肚
會
欝

窺

黙
に
徒
書

謬

蓋

果

高

し
轟

欝

鋸

に
從
春

本
を
難

事

毒

ふ
へ
・
此
両
騎

は
余
か
筆

・稀

に
掲

諺

雛
磐
獺
郷
鐸

阻無

縫

難

麓

魏
魏
纏腺

'

.

冒



.

之
を
紡
.生
産
資
本
ご
構
す
3
生
産

實
本
た
ら
さ
る
智
利
資
本
あ
り
之
を
純
螢
利
資
本
ε
補
す
之
を
圖
解
す
れ
は
左

(

.

の
如
し

…
此
圖

に
於
て
看
の
圓
を
生
産
資
本
芒

之

ご
交
叉
せ
ゐ
左

㎜

・

の
圓
を
特
利
資
本
と
す
然

る
と
き
億
両
圓

の
互
に

一
致
せ

生
産
資
本

る
中
央

の
裏
面
凸
形
は
生
産
兼
螢
利
資
本
を
示
し
右
方

の一

・

`

新
月
形
は
純
生
産
資
本
を
示
し
左
方
の
新
月
形
は
純
智
利

趣見
本
を
一示
す

へ
き
な
り

抑

も
生
・雇
資
本
ご
瞥
利
資
本

ご
の
別
は
前
者
は
其
分
有

一
た
る
ビ
私
有
な
る
ご
を
問

は
す
生
産
一
の
目
的
に
使
用
せ
ら

一
れ
後
者
は
私
有
物
に
し
て
螢
利
の
目
的
に
供
せ
ら
る
玉
に

螢
利
資
本

在
り
公
有
資
本
は
総
て
純
生
産
資
本
な
り
ご
す
竹

芝
な
れ

.

は
国
家
及
ひ
地
方
團
艦

の
公
有
せ
る
財
産
は
総
て
公
益

の

…
目
的
に
供
せ
ら
る

へ
き
も
の
に
し
て
私
有
財
産

の
如
き
瞥
利
の
目
的
に
供
せ
ら
る
へ
き
も
の
有
り
得

へ
か
ら
ざ
れ

.

は
な
り
但
し
公
有
財
産
に
二
種
あ
り

一
は
直
接

に
公
益

の
目
的
に
供
せ
ら
る
資
本
に
し
て
例

へ
は
富
麗
の
建
物
其

.

.敷
地
道
路
橋
梁
運
河
港
灘
公
園
等
星
な
り
之
を
國
叉
は
地
方
團
禮

の
公
産

(臨
0
8
巴
ロ
Φ
で
ロσ
H8
)
ご
　倍
す
二
は
財
政

…
上

の
牧
人
を
得

る
目
的
を
以
て
國
家
及
ひ
地
方
團
禮
か
管
理
す
る
資
本
に
し
て
例

へ
は
公
有

の
森
林
鑛
山
鐵
道
市

街
鐵
道
琵
斯
電
気

の
供
給
に
關
す
る

一
切

の
瞥
造
物
等
是
な
り
之
を
國
又
は
地
方
團
禮

の
私
産
(伍
o
日
艶
話

箕
囲鼠
)

諦

観

経
済
的
行
爲
ご
道
後
的
行
爲
ピ
の
關
係
(十
)

第
八
巻

(第
四
號

五
九
)

四
九
九

響



…
論

説

舞

的
行
爲
・、巖

的
行
爲
あ

閣
僚
(+
)

第
入
谷

(醤

號

大
9

吾

o

ヒ
稠
す
國
叉
は
地
方
團
艦

の
公
蔵

か
純
生
産
資
本
え
る
は
固
よ
り
疑
を
容
れ
さ
れ
ε
も
其
私
産
は
殆
ん
と
私
人

の

…
螢
利
資
本

と
異
な
ら
す
撚
れ
と
も
精
密
に
論
ず
る
ε
き
は
國
叉
は
地
方
国
幣

か
其
私
産
よ
り
得
る
所

の
牧
人
は
畢

竟
公
益

の
目
的
に
供
誉

脅

も
の
に
し
て
私
人
か
蓑

製

本
よ
り
得
・
所

の
牧
入
を
以
て
自
己
の
秋
霧

供

.

す
逢

は
同
し
か
ら
す
然
ら
ば
則
ち
公
有
射
座
は
其
分
産
た
る
差

産
た
る
暑

問
は
す
総
て
純
生
産
資
本
な
り

.

ε
細田
ふ

へ
き
な
り

皿
次
に
私
有
資
本
に
就
て
見

る
に
其
大
部
分
は
生
産
兼
.智
利
資
本
な
り
例

へ
は
工
場
機
械
原
料
私
設
鐵
道
店
舗
生

産
用
及
ひ
運
搬
用
車
輛
船
舶
家
畜
等
凡
そ
私
有
に
騙
す
る
も
の
は
皆
是
な
り
此
外
に
私
有
資
本
に
し
て
純
生
謄
資

離
離

猷

欝

欝

鷺

差
口等
凡
そ
公
益
的
事
業
を
目
的
ご
す
る
私
法
人
例
.
は
赤
+
字
肚
武
徳
會

由
是
観
之

一
肚
會
に
於
け

る
生
産
資
本
は
左

の
三
よ
り
成

る
を
知

る

口
私
有
財
産
に
し
て
生
産
兼
轡
利
資
本
た

る
も
の

偉
私
有
財
産
に
し
て
純
生
産
資
本
た
る
も

の

ω
公
有
財
産
に
し
て
純
生
産
資
本
た

る
も

の
.

、

　

ラ

…
前
掲
α
及
β

界

の
私
再

建

し
て
蓼

利
資
歪

な
・
も
の
あ
り
例
へ
経

宅
家
具
遊
船
の
如
き
呈

を

自

己
の
用
に
供
す
れ
ば
享
受
財
な
れ
ε
も
之
を
他
人

に
賃
貸
す
れ
は
純
瞥
利
資
本
ε
な
る
～.し
何
ご
な
れ
は
賃
借

入

は
之
を
享
受
財
ε
し
て
使
用
す
る
か
故
に
肚
會
経
済
上
何
等

の
生
産
行
爲
あ
ら
す
ご
錐
賃
貸
者

の
私
経
済
上
に

、

於

て
賃
貸
料
な
る
収
入
を
生
す
る
を
以
て
な
り
又
他

の
例
を
學
く
れ
は
金
貸
業
者

の
貸
金
は
利
子
を
生

む
を
以
て

、

'

・



糖

て
瞥
利
資
本
な
れ

ご
も
或
は
生
産
資
本
を
兼
ね
或
は
純
智
利
資
本

こ
な
る
即
ち
借
手
か
之
を
生
産
的
滑
麗
鴎
供
、.
一.

…

亥

は
生
産
費
沓

な
れ
忌

之
を
衣
食
住
の
費
途
に
供
す
れ
星

産
資
本
差

ら
す
し
て
唯
金
纂

者
に
齢
て

」の
純
讐
利
資
本
&
な
る
の
み

.

.

」

、

…
以
上
余
は
耽
命
日経
済
的
硯
黙
に
從
ふ
資
本

(即
ち
生
産
資
本
∀
ε
私
経
済
的
観
照
に
從
ふ
資
本
(郎
「ち
瞥
利
資
本
》

蕩

覇

際

縢

痛

論

し
赴
・
か
此
事
は
基
則
に
提
出
し
讐

問
鶴

・
「獲

署

貿
夢

奪

「保
存
し
及
ひ
善
く
利
用
す
る
か
」
を
答
ふ
る
に
必
須
敏
く
可
か
ら
さ
る
も
の
な
り

こ
す
夫

れ
肚
會
は
個
人
の
集
團

な
る
か
故
に
肚
會

の
利
善
を
進

め
む
ご
欲
せ
は
先

つ
個
人
を
し
て
各
其

の
利
善
を
謀
ら
し
め
さ
る
可
か
ら
す
固
よ

万

夫

の
極
端
な
る
自
由
放
任
の
政
策
は
不
可
な
り
ご
難
国
家
か
鯨
り
多
く
干
渉
し
監
督
し
て
人
民

の
個
性
を
没
却

…
せ
し
め
其
行
動
の
自
由
を
牽
制
籠
る
は

一
層
不
可
な
り
ご
す
蓋
し
個
人
か
各
自
其

の
精
神
及
ひ
身
禮
を
鍛
錬
修
養

一
す
る
に
由
り
て
始
め
て
強
健
な
る
國
民
を
成
す
を
得

る
か
如
く
個
人
か
各
其

の
業
務
に
勉

め
其
資
産
を
積
む
に
由

一
り
て
始
め
て
富
裕
な
る
国
民
を
成
す
を
得

る
な
り
黙
り
而
し
て
個
人
を
し
て
各
其

の
業
務
を
勉

め
其
資
産
を
積
ま

「

む
・
の
道
塗

雰

罪

・
・
有
壁

・
は
無
・
夫
の
型

謬

雑

窪

々
道
徳
上
及
ひ
葎

上
排
斥
禁
遏

　

む

　

む

　

　

ワ

へ

…
す

へ
き
も

の
あ
り
而
し
て
不
螢
利
的
生
産
は
圭

ご
し
て
國
家
及
ひ
地
方
團
轄
…の
任
す

へ
き
所
に
係
り

「
般
公
衆
を

「

て
縫
績
的
普
遍
的
に
之
を
行
は
し
む
可
か
ら
さ
る
は
少
し
藁

識
あ
暑

の
結

知
る
所
な
り

(第
±

節
参

照

)
実

れ
斯

の
如
く
生
産
的
智

利
は
各

個
人

の
勤
勉
節

約

を
衝
動
鼓
舞

す

る
も

の
な

る
に
於

て
は
之
を
行
ふ

に
必

要

こ
す

る
所

の
資

本
即
ち
生
産
兼
螢

利
資
本

を
各
個
人

に

私
有

せ
し
む

る
の
必
要

な

る
は
論
を
候
な
す

凡
そ
人

の

情

こ
し

て
他

人

の
身
禮

よ
り
は
自
身
を
愛

護
す

る
如
く
他

人

の
財
産
よ

り
は
自
己

の
財
産
を
愛
護

す
故

に
資
本

の

論
、
説

縄
濟
的
行
爲
{」道
徳
的
行
爲
ξ
の
關
係
(十
V

第
八
巻

(第
四
號

六
一
)
.・

五
〇
一



私
有
・叢

書
鑓

鞭

難

ヂ

る
　
も
警

磐

・
五Q・

毒

難

撫

諺

要
な
。
に
於
て
は
之
か
生
蔭
物
の
私
有
の
正
當
な
・
は
勿
訟醐な
り
而
↓
・

函

無

籍

態

擬

籍

等
の
　

の
　

充
…

む

～
但
羅

雛

麟

難

攣

羅

、地
方
團
艦
、公
徳
的
私
法
人
導
の
　

　

・
向
・
　

　

ラ

潅

他
人
。
暮

せ
暑

、
享
受
財
・
・
て
貸
主
・
向
・
・
難

利
某

叢

る
へ
き
も
の

無
響
辮

轍
鱗

灘
群
舞

灘
黙
「鶴

匙

灘

　
辮

鞭

　
艦難

　
　
　
購
　
　
砲、・

難
　
鯉

　
繋

　　
磁灘

繕

　
霧

飾矧

.

冒



む

む

薯

雇

重
要
な
る
公
産
は
始
め
よ
り
國
変

量

有
な
り
七
土
地
河
川
の
水
路
轟

の
外
は
之
か
設
定
に
向
て

嘉

叉
纂

欝

依
・
藁

・
而
・
て
総
て
の
公
産

の
保
存
及
ひ
肇

の
鱈

は
謄

租
婁

は
公
債
に
依
ら

陰

る
へ
か
ら
す
撚
り
而
し
て
租
税
及
ひ
公
債
の
根
源
は
人
民
の
生
産
物
に
在

る
か
故
に
公
有
資
本

の
成
立
及
ひ
増一

　
加
は
亦
人
馨

個
の
勤
勉
節
勢

葉

な
・
は
明
白
・
り
其
他
公
爵

私
法
人
特
爵

團
の
某

縞

入
の
任
意

…

轟

出
。
係
,
其
個
人
の
勤
勉
節
約
の
葉

・
・
ピ
置

里

な
畠

是
窺
三

馨

・
存
在
す
る
笙

産
案

…

貯

蓄

型

健

向
て
の
資
本
の
大
部
分
蛙

ハ肚
會
を
羅

文

喬

人
の
勤
勉
節
約
に
冑

義

定
保
護

…【最

知
せ
ら
れ
而
か
も
羨

源
は
各
個
人
星

崖
舞

利
某

の
利
用
・
藁

砦

生
　霧

に
奮

や
明
な
り

…
実
れ
斯
の
如
曲

人
の
勤
勉
籍

・
賛

か
彼
慧

生
産
兼
螢
利
集

義

立
増
加
せ
・
笙

産
舞

利
某

路

加
。
結
萎

.る
主
務

・
増
加
量

縄

護

某

・
成
語

加
芒

・
個
人
露

利
は
進
み
で
霧

の
公
.

盒

ご
な
り
た
り
實
髭

経
緯

行
爲
・
即
ち
己
れ
を
推
し
て
人
笈

・
す
・
仁
道
容

し
小
我
甦

め
て
大
馨
.

　
駕
す

の
道
徳
的
行
爲
ご
融
合

一
致
す
る
も
の
こ
謂
ふ

へ
き
な
り

嚢

馨

嚢

蕪
舗
胱鮭
難

鰻
縫

鰭
鹸誌

…
物
姦

夫
妄

費
を
離

す
る
の
弊
は
世
・
國
・
・
真
跡
・
軽

芝

・
小
・
・
て
・
某
々
都
市
の
市
諮

係
者

一の
維

問
題
。
如
き
之
・
大
に
し
て
は
今
次
・
響

・
鷺

・
惹
起
…

世
奨

黙

の
和
ぎ
即
ち
蓋

例
な

.

響

儲

響

難

蹴

衛
生
美
術
等
に
關
す
事

業
の
中
に
も
沸
往
・
曝

　

老

　

論

説

舞

的
行
爲
ピ
誕

的
行
爲
あ

關
係
・+
・

更

畳

語

號

さ
一一)

五
。
三

.

冒



論

説

握
濟
的
行
爲
ξ
道
標
的
行
爲
ミ
の
關
係
(十
)

第
八
巻

(第
四
號

六
四
)

五
〇
四

生
産
兼

瞥
利
資
本

は
不
正
な

る
競
争

に
由

り
叉
は
私
的

蜀
占

に
由

り
甚
し

く
悪
用

せ
ら

る

、
事

は
吾
人

の
繕

え

一
す
目
撃

す

る
所

に
し

て
其
砒
會

の
公
益
を
害

し
て
以

て
彼

等

の
私

利
を
長

ず
る

の
手
段

ご
な

る
に
於

て
は
生
産

費
・

…
本
の
名
あ
力
て
實
慧

性
の
純
螢
利
案

に
化
す
る
も
の
請

ふ
へ
き
な
り
其
他
悪
性
の
聾

利
資
本
巌

ふ
へ

…
き
は
賭
場
遊
廓
等

に
厨
す
る
資
本
な
り
ご
す
.

-

　
黙
れ
ご
も
純
特
利
資
本
の
中
に
は
必
ず
し
も
非
難
す

へ
か
ら
さ
る
も

の
あ
り
賃
貸
す
る
住
宅
遊
園
遊
船
家
具
等

…
は
是
な
り
元
来
財
産
は
共
所
有
者

の
意
思
に
由
り
て
或
は
生
産
資
本
ご
し
て
用
ゐ
ら
れ
或
は
享
受
財

と
し
て
用
ゐ

.

ら
る
＼
部
分
甚
た
多
し
享
受
財
こ
て
も
或
は
自
家
用

に
供
せ
ら
れ
或
は
賃
貸

せ
ら
る

＼
こ
と
あ
る
か
故
に

=
肛
會

…
に
存
李

・
財
変

は
某

鑑

定
的
に
類
別
す
・
は
羅

量

な
り
糖

馨

利
資
本
を
撚
り
手

例
へ
畳

一
貸
せ
る
住
宅
は
純
螢
利
資
本
な
れ
ε
も
若
し
借
家
人
か
之
を
工
場
叉
は
瞥
業
所
に
兼
用
す
れ
は
生
産
兼
螢
利
資
本

…
と
な
る
へ
し
金
貸
業
者
の
貸
金
は
之
を
借
る
人
の
用
途
か
衣
食
住
の
費
用
に
供
す
る
と
、
生
産
用
に
供
す
る
と
に

慨

て
或
曇

蓄

向
・
・
純
鞍
利
某

・
な
・
壊
屋

憲

利
蕃

・
・
是
政
謹

の
法
型

於

て
既
に
生
沸
兼
畳
刺
資
本

の
私
有
を
是
認
す
る
以
上
は
純
智
利
資
本

の
私
有
を
も
其
悪
性

の
者
に
非
さ
る
限
り
は

一
亦
之
を
是
認
せ
さ
る
へ
が
ら
す
(未
完
)

む

　

正
誤
、
前
回
の
論
文
標
題

に
第
十
二
節
ε
あ

る
に
第
十
四
葡
の
誤

㌧

「


